
３　使用の流れ

うえＪＯＹの各クラブで使用できる会計システムを作成しました。使用を希望するクラブ
は活用ください。

１　システムの概要

このシステムでは、クラブに関係する収入、支出が発生した場合、出納簿に入力して
いくと、その年度の収支決算書が自動で作成できるシステムです。

２　使用方法

会計システムを開くと、下部の見出しに色がついています。赤色の見出しのシート
は、はじめに読んでいただくものです。黄色の見出しのシートは各クラブで使用する
シートです。黒色の見出しのシートは事務局用ですので、記入や変更等をしないよう
にしてください。また、それぞれのシートの黄色いセルがクラブで直接記入する部分
です。

うえＪＯＹ 会計システムについて

年度当初に「基本項目」のシートに必要事項を入力してください。入力が終わったら

右上の「初期設定ボタン」をクリックしてください。

クラブ申請の時に提出いただいた予算書の内容を「様式第３号 収支予算書」に転記

してください。

収入や支出が発生した場合はその都度「様式第３号 出納簿」に必要事項を記入し

てください。記入した内容は自動的に収支決算書に転記されます。

年度末等に「様式第８号 収支決算書」の摘要欄等、必要事項を記入してください。

提出の際は、収支決算書の黄色いセルを「塗りつぶしなし」にし、青色の文字を黒に

変更いただき、枠外右上の「印刷」をクリックして印刷の上、提出してください。



基本項目

和暦 令和
年度 8

クラブ名 ○○クラブ
役職1 責任者
役職2 副責任者
役職3 副責任者
役職4 会計
役職5 監事

※『収支予算書』『収支決算書』が初

期化されるので、 左側の項目を直

接入力の上、事業年度の初期に実

・和暦・クラブ名・役員名等の基本項目を直接入力してく

ださい。

★全ページ共通★
・マクロの有効化を必ずしてください！！

・自分で入力する場所は です。それ以外の場所は自動入力さ

れます。

・青文字のセルは数式が書かれていますので、変更しないようにしてくだ

さい。



　○○クラブ

単位：円

伝票
番号

年月日 予算科目 件名 収入額 支出額 予算残額 摘要

1 0 test

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

9 0

10 0

11 0

12 0

13 0

14 0

15 0

16 0

17 0

18 0

19 0

20 0

出納簿

行が不足した場合は、最終行に何も入力しないで枠外

の右上にある「最終行を追加」をクリックしてください。

年月日は、令和〇年〇月〇日

と記入してください。

予算科目はプルダウンから選

択してください。
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○○クラブ

収入総額 円

支出総額 円

（収入の部） （単位：円）

前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　要

1 参加費 0

2 補助金 0

3 寄付金 0

4 繰入金 0

5 繰越金 0

6 雑入 0

7 その他 0

0 0 0

（支出の部） （単位：円）

前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　要

1 諸謝金 0

2 旅費 0

3 消耗品費 0

4 印刷製本費 0

5 使用料及び賃借料 0

6 光熱水費 0

7 通信運搬費 0

8 光熱水費 0

9 手数料 0

10 保険料 0

11 手数料 0

12 備品購入費 0

13 予備費 0

0 0 0

0

0

令和8年度収支予算書

合　計

科　目

科　目

合　計



○○クラブ

収入総額 円

支出総額 円

差引金額 円

（収入の部） （単位：円）

予算額　A 決算額　B 差引額 B-A 摘　要

1 参加費 0 0 0

2 補助金 0 0 0

3 寄付金 0 0 0

4 繰入金 0 0 0

5 繰越金 0 0 0

6 雑入 0 0 0

7 その他 0 0 0

0 0 0

（支出の部） （単位：円）

予算額　A 決算額　B 差引額 A-B 摘　要

1 諸謝金 0 0 0

2 旅費 0 0 0

3 消耗品費 0 0 0

4 印刷製本費 0 0 0

5 使用料及び賃借料 0 0 0

6 光熱水費 0 0 0

7 通信運搬費 0 0 0

8 光熱水費 0 0 0

9 手数料 0 0 0

10 保険料 0 0 0

11 手数料 0 0 0

12 備品購入費 0 0 0

13 予備費 0 0 0

0 0 0

0

0

令和8年度収支決算書

合　計

科　目

合　計

科　目

0

（例）上記差引金額〇〇円のうち、繰越金及び雑入△△円は次年度へ繰越、残りの□□円は市に戻入する。

・翌年度への繰越がある場合に、この文言を

使用。


